
10/30 グッドニュースを分かち合うために 

   

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     

                                       

 

「年の始まりに永遠を思う」 

秋田郁美 

神はすべてを時宜にかなうように造り、また、永遠を思う心を人に与えられる。それ

でもなお、神のなさる業を始めから終りまで見極めることは許されていない。 

                          コヘレトの言葉 3：11 

 2023 年が始まりました。カレンダーも新しくなり、年末にはあと 1 枚で終わりだな

と思いましたが、今はあとまだ 12 ヶ月あると思って新しい一年が始まったのだと感じ

ることができます。私は聖書通読をするようにしていますが、年末には黙示録を読み終

わり、また創世記を読み始めました。 

 人間というのは時間の流れの中に生きているのだ、ということが改めてわかります。 

考えてみれば、新しい年の始まりであっても、私たちの日常の生活は年末と年始で何も

変わることはありません。しかし、一日は 24 時間であって、その積み重ねによって曜

日、月、そして年が変わっていきます。そして、学校も会社も、そして教会も新しい年

度の計画をたて、それに従って行動しようとします。 

 時間の経過と共に、私たちの肉体は変わっていきます。子どもは大人へと成長し、肉

体は老化し、やがては誰でも死を迎えます。昨年も多くの愛する方々が地上での命を終

えました。地上の世界には時間があり、永遠に続くものはないのです。ですから、永遠

ということは時間の流れがないということです。 

 私たちは時間のない世界、永遠の世界を想像することができません。しかし、聖書は

私たちには永遠の命が用意されていると語っています。永遠の命をもって永遠に生きる

世界は、この世界ではなく、神が新たに創造される世界です。そこに入るためには、今

私たちが生きている地上の世界で神を知り、神との和解をしなければなりません。 

 イエス・キリストは神でありながら、人間となって約 2,000 年前のイスラエルに生ま

れ、時間の制約の中に生き、成長し、そして死を遂げられました。しかし復活して天に

昇られました。私たちは時間の制約の中で、神と出会い、イエス・キリストを信じて罪

を赦され、神との交わりの中に生きて、やがて永遠の命に移されるのです。 

 この年も、地上においては時宜にかなったことをなさってくださる神を信じて、永遠

を思いながら、その時その時にできることをしていきたいと思います。 

 

月報「ぶどうの木」 
         2023 年 1 月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

12/4成瀬駅キャロリング 
12/10子どもクリスマス会 

12/24キャンドルサービス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

1月役員会決定事項 

・12月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・2月 12日(日)の教会総会議題の確認をした。2023年度経常会計予算案、年間主題聖句案、年間標

語案を確認した。役員の構成は現在のメンバーが続投することを確認した。年間行事計画案につい

ては次回 2月の役員会で確認する。 

・1月 16日(月)の東部教区会出席者を確認した。秋田師が出席し、長岡兄が Zoomで参加する。 

・2月の教団総会は書面開催になる予定。前回教団理事会で非承認だった町田福音キリスト教会の伝

道所から教会への名称変更については、明石上の丸教会の責任役員会での承認を得て、次回 6月

の教団総会の議題とすることを、理事会に提案する。2月の教団総会までには明石上の丸教会の対

応が間に合わないので、今回は見送りとする。 
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